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発表内容 平成 25 年に西日本において重症熱性血小板減少症候群（SFTS）患者報

告が相次ぎ、大陸中国ではフタトゲチマダニ等が感染媒介者の可能性が指

摘されていたことから、福井県内でもこれまであまり調査されてこなかっ

た標高の低い地域を中心にマダニ分布相の再調査を行った。採集は 5 月下

旬～7 月下旬に、フランネル法で行った。採集地は嶺南地区の 3 ヶ所（百

里ヶ岳、三方石世観音の上、野坂岳）および嶺北地区の 12 ヶ所（日野山、

鬼ヶ岳、越知山、城山、浄法寺山、吉峰寺、大師山、飯降山、勝山市谷の

ブナの道、取立山、大長山、赤兎山）の登山道沿いで、採集地の標高は 10
ヶ所が約 500m 以下で、他の 5 ヶ所は最高 1,670m の高度帯までとなった． 
 得られたのはチマダニ属 5種（キチマダニ（Hf）、ヒゲナガチマダニ（Hk）、
フタトゲチマダニ（Hl）、オオトゲチマダニ（Hm）およびヤマトチマダニ）

の成虫 59 個体、若虫 456 個体および幼虫 61 個体、またマダニ属 3 種（ヤ

マトマダニ、シュルツェマダニ、ヒトツトゲマダニ）の成虫 120 個体およ

び若虫 1 個体、さらにタカサゴキララマダニ（At）成虫 19 個体、若虫 30
個体およびタイワンカクマダニ（Dt）29 個体の計 10 種類、775 個体であ

った。Hk は嶺南地区のみに、Hm は嶺南地区で優勢、しかし Hl は県東北

部で確認されなかった。一方、大型種 Dt と At は比較的広範囲で得られた

が、加越国境の標高 1,200m 超の山系では前者が確認されたものの後者は

確認されなかった。以上，国立感染研が SFTS ウイルス遺伝子保有種とし

たマダニ５種（Hf、Hk、Hl、Hm および At）が本県内で再確認でき、そ

のうち、SFTS ウイルス遺伝子は Hf、Hk、Hl および Hm の 4 種類から検

出された。また、南方系の At および Dt の生息も広いことが明らかとなっ

た。 
 
 
 

 


